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(百万円未満切捨て)
１．2023年９月期の連結業績（2022年10月１日～2023年９月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期 9,324 7.0 856 7.9 854 7.5 653 32.5

2022年９月期 8,713 11.7 794 32.3 794 26.2 493 26.0
(注) 包括利益 2023年９月期 688百万円( 44.8％) 2022年９月期 475百万円( 22.7％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年９月期 241.87 236.41 15.1 6.7 9.2

2022年９月期 183.47 180.19 12.8 7.5 9.1
(参考) 持分法投資損益 2023年９月期 －百万円 2022年９月期 －百万円
　

(注) 2023年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株
式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算定しておりま
す。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年９月期 14,129 4,642 32.8 1,709.98

2022年９月期 11,511 4,045 35.1 1,501.17
(参考) 自己資本 2023年９月期 4,636百万円 2022年９月期 4,043百万円
　

(注) 2023年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株
式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2023年９月期 △1,419 △282 1,722 997

2022年９月期 △319 △1,043 1,117 976
　　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年９月期 － 35.00 － 37.00 72.00 96 19.6 2.5

2023年９月期 － 40.00 － 21.00 － 110 17.0 2.6

2024年９月期(予想) － 22.00 － 23.00 45.00 －
(注)2023年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2022年９月期及び2023年９月期

第２四半期末の１株当たり配当金については、当該株式分割前の実際の配当金を記載しているため、2023年９月期
合計については記載をしておりません。

　　



３．2024年９月期の連結業績予想（2023年10月１日～2024年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 9,684 3.9 894 4.3 867 1.6 587 △10.0 217.64

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有

　 新規 ―社 (社名)― 、除外 １社 (社名)株式会社ＫＡＳＵＭＩＣ
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年９月期 2,711,800株 2022年９月期 2,693,400株

② 期末自己株式数 2023年９月期 203株 2022年９月期 90株

③ 期中平均株式数 2023年９月期 2,700,536株 2022年９月期 2,687,419株
　

(注) 2023年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株
式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

　

(参考) 個別業績の概要
１．2023年９月期の個別業績（2022年10月１日～2023年９月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年９月期 9,152 17.9 799 10.8 796 9.8 591 29.6

2022年９月期 7,764 10.2 721 28.6 725 23.4 456 23.3
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2023年９月期 219.07 214.13

2022年９月期 169.83 166.80
　

(注) 2023年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株
式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算定しておりま
す。

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年９月期 13,649 4,426 32.4 1,630.45

2022年９月期 10,966 3,891 35.5 1,443.96

(参考) 自己資本 2023年９月期 4,421百万円 2022年９月期 3,889百万円
　

(注) 2023年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株
式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。

　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
２．決算説明会は2023年12月１日に開催、決算補足説明資料は、2023年11月30日にTDnetに開示いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症が、５類感染症に引き下げられたことから、各

種制限が緩和され、社会活動は正常化に向かっております。しかしながら、世界的なエネルギーコストや、資源価格

をはじめとする広範囲での大幅な物価上昇、為替市場における歴史的な円安の進行等により、景気の先行きは依然と

して不透明な状況となっております。

当社が属する不動産業界においては、2023年８月の住宅着工戸数が70,399戸で、前年同月比で9.4％減となり、住宅

着工の動向は３か月連続の減少となっております。利用関係別にみると、前年同月比で持家は5.9％減で21か月連続の

減少、貸家は6.2％減と先月2023年７月の増加から再びの減少、分譲住宅は15.5％減と３カ月連続の減少となりまし

た。

このような状況の中、当社は、売買、賃貸、仲介事業における収益確保や賃貸管理物件の新規獲得に加え、新規事

業である不動産ファンドの商品開発に注力してまいりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①不動産流通事業

不動産売上高においては、自社企画投資用不動産のレーガベーネシリーズは10棟が販売となり、当社の主力商品と

して、安定的な商品づくりと供給が可能となりました。また、新橋の事業用物件（東京都港区）および千葉県柏市分

譲地（31区画）の売却が売上に大きく寄与する形となっております。その他、土地、戸建、区分所有建物の仕入れ、

販売においても計画に対し好調に推移しました。賃貸仲介事業は、新型コロナウイルス感染症の行動制限等の緩和に

より、企業の人事異動や転居が回復傾向となった為、前年実績を上回る結果となりました。売買仲介事業は、物価上

昇による消費者心理の低下の影響から、前年実績を下回る結果となりました。

これらの結果、不動産流通事業の売上高は6,840,291千円(前年同期比6.0％増)、セグメント利益は698,192千円

(同0.7％増)となりました。

②不動産管理事業

不動産管理事業については、当社の安定的な収益基盤であり、賃貸管理戸数が22,568戸、駐車場台数が8,668台とな

りました。自社の賃料収入は、物件の新規取得により前年実績を大きく上回る形となりました。また、コインパーキ

ング事業は、運営台数が1,357台となり、行動制限の緩和から稼働率が計画を上回ったことから、前年実績を大きく上

回る結果となりました。太陽光売電事業は、一部パワーコンディショナーの故障および銅線の盗難により前年実績を

下回る形となっております。

これらの結果、不動産管理事業の売上高は2,504,978千円(前年同期比9.9％増)、セグメント利益は805,086千円

(同4.9％増)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

(流動資産)

当連結会計年度末における流動資産の残高は9,037,741千円となり、前連結会計年度末と比較して2,454,719千円増

加となりました。これは主に、仕掛販売用不動産が2,074,391千円、販売用不動産が394,875千円それぞれ増加したこ

とによるものであります。

(固定資産)

当連結会計年度末における固定資産の残高は5,091,370千円となり、前連結会計年度末と比較して163,166千円増加

となりました。これは主に、土地が141,935千円増加したことによるものであります。

(流動負債)

当連結会計年度末における流動負債の残高は4,618,284千円となり、前連結会計年度末と比較して322,746千円増加

となりました。これは主に、短期借入金が608,000千円減少したものの、一年以内長期借入金が613,600千円、預り金

が100,116千円、それぞれ増加したことによるものであります。
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(固定負債)

当連結会計年度末における固定負債の残高は4,868,472千円となり、前連結会計年度末と比較して1,698,226千円増

加となりました。これは主に、自社賃貸用不動産購入等による長期借入金が1,612,496千円増加したことによるもの

であります。

(純資産)

当連結会計年度末における純資産の残高は4,642,353千円となり、前連結会計年度末と比較して596,914千円増加と

なりました。これは主に、前会計年度末日および2022年３月31日を基準日とする剰余金の配当103,807千円を実施し

た一方、親会社株主に帰属する当期純利益653,182千円を計上したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の期末残高は、前連結会計年度末に比べて

20,954千円増加し、997,365千円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況及び増減の要因は、次のとおりであります。

　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により使用した資金は1,419,521千円(前期は319,937千円の支出)となりました。これは主に、税金等調整

前当期純利益920,688千円及び減価償却費337,395千円の計上があったものの、棚卸資産の増加2,620,661千円、法人

税等の支払293,261千円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により使用した資金は282,337千円(前期は1,043,139千円の支出)となりました。これは主に、有形固定資

産の取得による支出284,005千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により獲得した資金は1,722,814千円(前期は1,117,048千円の収入)となりました。これは主に、長期借入

金の返済による支出1,413,304千円及び短期借入金の純減少額608,000千円があるものの、長期借入れによる収入

3,639,400千円によるものであります。

（４）今後の見通し

　中期経営計画「ＫＯＲＹＯ2027」の達成に向けた取り組みの一つとして、当社が注力をしている自社企画投資用不動

産「レーガベーネ」シリーズの展開ですが、本提出日現在、東京都内で２現場が建設中であり１現場が建設準備中であ

ります。なお、千葉県及び茨城県においても順調に企画・建設が進捗し、投資家への売却も進んでおり、売上高及び管

理戸数の増加に寄与をしておりますので、今後も積極的な用地仕入に取組んでまいります。

　また、更なる安定収益の強化を図るために、引き続き年間の賃貸物件管理獲得目標を1,000戸とし、リアル店舗による

不動産所有者へのアプローチを強化してまいります。

　このような施策の展開を通じて、2024年９月期の連結業績予想は、売上高9,684百万円（前年同期比3.9％増）、営業

利益894百万円（同4.3％増）、経常利益867百万円（同1.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益587百万円（同10.0

％減）としております。

　なお、上記予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績数値は、今後様々な要

因によりことなる可能性があります。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しており

ます。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当連結会計年度
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,805,264 1,846,264

売掛金 176,832 192,795

販売用不動産 2,285,446 2,680,321

仕掛販売用不動産 2,111,196 4,185,588

その他 231,195 146,385

貸倒引当金 △26,914 △13,614

流動資産合計 6,583,021 9,037,741

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,561,892 1,614,489

減価償却累計額及び減損損失累計額 △766,673 △835,793

建物及び構築物（純額） 795,218 778,696

機械装置及び運搬具 1,949,047 1,978,572

減価償却累計額及び減損損失累計額 △898,168 △1,044,192

機械装置及び運搬具（純額） 1,050,878 934,379

土地 2,409,868 2,551,803

建設仮勘定 - 103,043

その他 114,961 148,364

減価償却累計額及び減損損失累計額 △84,208 △93,795

その他（純額） 30,753 54,569

有形固定資産合計 4,286,719 4,422,492

無形固定資産

ソフトウエア 41,812 42,647

のれん 62,691 44,779

その他 49,267 44,495

無形固定資産合計 153,772 131,922

投資その他の資産

投資有価証券 135,940 190,062

長期貸付金 1,372 457

繰延税金資産 117,521 120,892

その他 266,431 268,531

貸倒引当金 △33,553 △42,989

投資その他の資産合計 487,712 536,954

固定資産合計 4,928,203 5,091,370

資産合計 11,511,224 14,129,111
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年９月30日)

当連結会計年度
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 166,346 160,329

契約負債 128,023 43,700

短期借入金 1,880,000 1,272,000

1年内返済予定の長期借入金 383,304 996,904

未払法人税等 168,453 183,220

預り金 1,045,437 1,145,554

賞与引当金 93,438 110,071

家賃保証引当金 7,775 3,406

その他 422,759 703,097

流動負債合計 4,295,538 4,618,284

固定負債

長期借入金 2,091,632 3,704,128

長期預り敷金 631,857 674,394

役員退職慰労引当金 145,637 155,725

退職給付に係る負債 201,385 222,923

繰延税金負債 15,942 -

その他 83,792 111,301

固定負債合計 3,170,246 4,868,472

負債合計 7,465,785 9,486,757

純資産の部

株主資本

資本金 367,325 371,980

資本剰余金 268,525 273,180

利益剰余金 3,381,327 3,930,701

自己株式 △63 △194

株主資本合計 4,017,114 4,575,668

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,998 61,105

その他の包括利益累計額合計 25,998 61,105

新株予約権 2,326 5,579

純資産合計 4,045,439 4,642,353

負債純資産合計 11,511,224 14,129,111
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 8,713,191 9,324,915

売上原価 5,264,051 5,721,021

売上総利益 3,449,140 3,603,893

販売費及び一般管理費 2,654,892 2,746,906

営業利益 794,247 856,987

営業外収益

受取利息 104 89

受取配当金 2,944 7,301

受取保険金 2,708 18,189

受取手数料 7,211 6,382

保険解約返戻金 9,857 6,357

その他 9,814 3,308

営業外収益合計 32,641 41,629

営業外費用

支払利息 23,690 29,568

和解金 1,522 5,150

匿名組合損益分配額 1,109 9,375

その他 5,818 393

営業外費用合計 32,140 44,488

経常利益 794,749 854,128

特別利益

補助金収入 4,500 -

固定資産売却益 80 2,240

盗難関連受取保険金 - 111,683

特別利益合計 4,580 113,924

特別損失

盗難損失 29,738 35,461

固定資産圧縮損 4,500 -

固定資産除却損 5,104 1,218

減損損失 3,378 4,486

合併関連費用 19,332 6,197

特別損失合計 62,053 47,364

税金等調整前当期純利益 737,275 920,688

法人税、住民税及び事業税 262,340 302,298

法人税等調整額 △18,117 △34,792

法人税等合計 244,222 267,506

当期純利益 493,053 653,182

親会社株主に帰属する当期純利益 493,053 653,182
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

当期純利益 493,053 653,182

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,827 35,106

その他の包括利益合計 △17,827 35,106

包括利益 475,225 688,288

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 475,225 688,288
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年10月１日 至 2022年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

当期首残高 363,277 264,477 2,978,208 △63

当期変動額

新株の発行 4,048 4,048

剰余金の配当 △89,934

親会社株主に帰属する

当期純利益
493,053

自己株式の取得

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 4,048 4,048 403,118 -

当期末残高 367,325 268,525 3,381,327 △63

株主資本 その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計
株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 3,605,899 43,826 43,826 - 3,649,726

当期変動額

新株の発行 8,096 8,096

剰余金の配当 △89,934 △89,934

親会社株主に帰属する

当期純利益
493,053 493,053

自己株式の取得 - -

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△17,827 △17,827 2,326 △15,500

当期変動額合計 411,214 △17,827 △17,827 2,326 395,713

当期末残高 4,017,114 25,998 25,998 2,326 4,045,439
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　当連結会計年度(自 2022年10月１日 至 2023年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

当期首残高 367,325 268,525 3,381,327 △63

当期変動額

新株の発行 4,655 4,655

剰余金の配当 △103,807

親会社株主に帰属する

当期純利益
653,182

自己株式の取得 △131

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 4,655 4,655 549,374 △131

当期末残高 371,980 273,180 3,930,701 △194

株主資本 その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計
株主資本合計

その他有価証券

評価差額金

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 4,017,114 25,998 25,998 2,326 4,045,439

当期変動額

新株の発行 9,310 9,310

剰余金の配当 △103,807 △103,807

親会社株主に帰属する

当期純利益
653,182 653,182

自己株式の取得 △131 △131

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
35,106 35,106 3,253 38,359

当期変動額合計 558,554 35,106 35,106 3,253 596,914

当期末残高 4,575,668 61,105 61,105 5,579 4,642,353
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 737,275 920,688

減価償却費 265,440 337,395

減損損失 3,378 4,486

のれん償却額 17,911 17,911

株式報酬費用 2,326 3,253

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,728 16,632

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,272 △3,864

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 24,898 21,537

受取利息及び受取配当金 △3,049 △7,391

支払利息 23,690 29,568

盗難関連受取保険金 - △111,683

固定資産除却損 5,104 1,218

固定資産売却損益（△は益） △80 △2,240

売上債権の増減額（△は増加） △13,499 △15,962

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,287,650 △2,620,661

仕入債務の増減額（△は減少） 26,069 △6,016

契約負債の増減額(△は減少) 64,332 △84,323

預り金の増減額（△は減少） 106,268 100,116

未収還付消費税等の増減額（△は増加） △80,905 80,905

未払消費税等の増減額（△は減少） △124,563 76,908

預り敷金の増減額（△は減少） 24,327 42,472

その他 106,751 △35,457

小計 △89,970 △1,234,505

利息及び配当金の受取額 3,052 7,391

保険金の受取額 2,708 18,189

盗難関連保険金の受取額 - 111,683

利息の支払額 △20,198 △29,019

法人税等の支払額 △215,527 △293,261

営業活動によるキャッシュ・フロー △319,937 △1,419,521

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △20,038 △20,038

投資有価証券の取得による支出 △53,415 △3,535

有形固定資産の取得による支出 △949,925 △284,005

有形固定資産の売却による収入 80 25,040

無形固定資産の取得による支出 △21,813 △16,830

貸付金の回収による収入 915 915

敷金及び保証金の差入による支出 △9,663 △60

敷金及び保証金の回収による収入 1,492 9,819

保険積立金の解約による収入 9,229 6,357

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,043,139 △282,337
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 490,600 △608,000

長期借入れによる収入 1,459,000 3,639,400

長期借入金の返済による支出 △831,404 △1,413,304

リース債務の返済による支出 △5,719 △7,981

匿名組合出資者からの払込みによる収入 86,400 317,100

匿名組合出資金の返還による支出 - △109,800

配当金の支払額 △89,924 △103,779

株式の発行による収入 8,096 9,310

自己株式の取得による支出 - △131

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,117,048 1,722,814

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △246,028 20,954

現金及び現金同等物の期首残高 1,222,438 976,410

現金及び現金同等物の期末残高 976,410 997,365
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１. 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

当社グループは、事業の内容、役務の提供方法及び類似性に基づき事業を集約し「不動産流通事業」「不動産

管理事業」の２つを報告セグメントとしております。

　

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「不動産流通事業」は、当社グループの不動産の販売、他社所有の不動産の売買の仲介及び他社所有の不動産

の賃貸の仲介等を行います。

「不動産管理事業」は、不動産賃貸業、不動産管理業、太陽光売電事業等を行っております。

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方法と

概ね同一であります。

セグメント資産については、事業セグメントに資産を配分していないため記載しておりません。ただし、配分さ

れていない償却資産の減価償却費は、合理的な配賦基準で各事業セグメントへ配賦しております。

３. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2021年10月１日　至 2022年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
合計

不動産流通事業 不動産管理事業 計

売上高

外部顧客への売上高 6,452,726 2,260,465 8,713,191 8,713,191

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 18,109 18,109 18,109

計 6,452,726 2,278,574 8,731,301 8,731,301

セグメント利益 693,237 767,206 1,460,443 1,460,443

その他の項目

減価償却費 19,799 208,944 228,743 228,743
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　当連結会計年度(自 2022年10月１日　至 2023年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
合計

不動産流通事業 不動産管理事業 計

売上高

外部顧客への売上高 6,839,172 2,485,743 9,324,915 9,324,915

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,119 19,235 20,354 20,354

計 6,840,291 2,504,978 9,345,269 9,345,269

セグメント利益 698,192 805,086 1,503,278 1,503,278

その他の項目

減価償却費 101,377 211,374 312,751 312,751

４. 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 8,731,301 9,345,269

セグメント間取引消去 △18,109 △20,354

連結財務諸表の売上高 8,713,191 9,324,915

(単位：千円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 1,460,443 1,503,278

全社費用(注) △666,359 △646,497

未実現損益の調整額 163 206

連結財務諸表の営業利益 794,247 856,987

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門の一般管理費であります。

(単位：千円)

その他の項目

報告セグメント計 調整額(注) 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 228,743 312,751 36,697 24,643 265,440 337,395

(注) 減価償却費の調整額は、報告セグメントに帰属しない全社に係るものであります。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

１株当たり純資産額 1,501.17円 1,709.98円

１株当たり当期純利益金額 183.47円 241.87円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 180.19円 236.41円

(注) １．当社は、2023年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利

益を算定しております。

　 ２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります
　

前連結会計年度
(自 2021年10月１日
　至 2022年９月30日)

当連結会計年度
(自 2022年10月１日
　至 2023年９月30日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 493,053 653,182

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(千円)

493,053 653,182

普通株式の期中平均株式数(株) 2,687,419 2,700,536

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円） － －

普通株式増加数(株） 48,924 62,353

(うち新株予約権(株）） （48,924） （62,353）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要

2022年１月14日開催の取
締役会決議によるストッ
クオプション
　新株予約権の数 317個
　 普通株式 63,400株

－

　
３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2022年９月30日)

　当連結会計年度
(2023年９月30日)

純資産の部の合計額(千円) 4,045,439 4,642,353

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 2,326 5,579

　(うち新株予約権(千円)) (2,326) (5,579)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 4,043,112 4,636,773

普通株式の期末株式数(株) 2,693,400 2,711,800

自己株式の期末株式数(株) 90 203

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式数(株)

2,693,310 2,711,597

(重要な後発事象)

　 該当事項はありません。

　


